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H22
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A 現状維持
事業費の大半が伊賀市歴史研究会の人件費と旅費であり、その単価設定も低く抑えているので、経費削減は困難な状況であるが、作
業の効率性を高めることにより経費削減を努力する。
『伊賀市史』をはじめ既刊の書籍の販売促進に努め、歳入の増加を図る。
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歴史や文化を守り、未来へと引き継ぐ
目

市史の編さん
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地方債の区分と充当率等
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事業費計(A)

人件費（Ｂ）

歴史や文化を守り、未来へと伝えていくためには、市内外の歴史に関するあらゆる資料を収集し、市史を編さんすること
が必要であるが、その作業を個人や利益追求を目的とする民間事業主で行うことは不可能である。また、資料には個人
情報を含む行政資料や散逸の恐れのある個人資料が多数あるため、それら資料の適正管理や迅速な収集が必要であ
る。19年度末刊行した『伊賀市史 第４巻 資料編 古代・中世』の購入者の約１/３は市外在住者であり、市史の発刊を通じて
市内外に当市の歴史的特色を発信しているといえる。また、市内外から歴史に関わる照会も増加している。

今年度刊行予定の『伊賀市史 第６巻 資料編 近現代』　に掲載する資料の抽出を終え、年度当初には計画どおり原稿の
入稿が出来た。
『伊賀市史 第４巻 資料編 古代・中世』をはじめ既刊書籍の頒布数は目標値を大幅に上回った。

事業の性格から、費用対効果を直接的に計ることはできないが、正規職員の削減や臨時職員の不採用で人件費を抑制
した状態で評価指標の実績値を挙げつつある。また、専門の委員、調査員等の報酬も他市の事例と比べて抑制した状態
のままであり、今後コスト縮減の余地は少ないと考える。
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平成１９年度 決算内容

伊賀市の歴史・文化の形成過程を明らかにし、郷土の歴史に関
する正しい理解を深めるとともに、市内外に当市の歴史的特色を
発信することができる。また、編さんの過程で収集した資料を整
理・保管し、次世代へ伝えると同時に市内外からの歴史に関する
様々な照会に対し、適切に対応することができる。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

0

●『伊賀市史 第6巻 資料編 近現代』の原稿を揃えることがで
きた。●編さん事業を推進するための各種会議（市史編さん委
員会2回、編集委員会4回、各時代の専門部会のべ20回）を開
催し、編さんの基本方針や計画、編集方法等を検討した。●市
史編さん資料の収集として、マイクロフィルムによる資料撮影
とそれに伴う資料目録作成、伊賀地域関係論文の収集等を
行った。●事業の普及・啓発活動として、『広報いが』に「市史
編さんだより」を4回掲載した。●販売促進活動として、市内外
の講演会等で出張販売を行った。

・今後、計画どおりの刊行を進めるためには、大学院での
専門過程を習得した人員の確保が必要となる。
・本度以降は毎年書籍を刊行する計画となっており、調査
や掲載許可等に関わる諸手続、一般事務、原稿校正作
業等により繁忙が想定されるため、臨時職員雇用が望ま
れる。

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

伊賀市の歴史・文化に興味・関心をもち、ふるさと学習や郷
土史研究等に取り組む市民全般（児童から大人）や伊賀地
域の歴史に関心をもつ市外在住の住民や研究機関等

（※対象件数

根拠法令・要綱等 伊賀市史編さん条例・伊賀市史編さん要綱
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担当部課

010100

総務課（市史編さん係）

終了年度 平成

評価者
氏　名

藤岡　淳次 連絡先
52 実績 26

H19 H20 H21

実績値
単位指標設定の考え方

『伊賀市史』全7巻を刊行計画に則り、発刊
していく達成（累計）割合
『伊賀市史』各編などの有償・無償配布累計
冊数をもって事業成果の達成度合いとす
る。
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冊

目標

実績
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200

14
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直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


